

	


	


	島

	新美南吉










	
		Guide

		
				目次

				扉

				本文

		

	
	
		目　次

		
				島

		

	







島で、或あるあさ、

鯨がとれた。




どこの家うちでも、

鯨を食べた。




鬚ひげは、呻うなりに、

売られていつた。




りらら、鯨油あぶらは、

ランプで燃えた。




鯨の話が、

どこでもされた。




島は、小さな、

まづしい村だ。

（註ちゅう。鯨の鬚は、凧たこの呻りに用ゐられます。）
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